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一
資
料
紹
介
一

【
要
旨
一

横
浜
正
金
銀
行
で
明
治
十
五
二
八
八
二
）
年
か
ら
大
正
七
二
九
一
八
）

年
ま
で
行
員
や
取
締
役
を
務
め
た
川
島
忠
之
助
の
手
許
に
残
さ
れ
た
写
真
の
中

か
ら
、
横
浜
正
金
銀
行
員
の
肖
像
を
抽
出
し
、
写
真
の
裏
書
き
な
ど
の
情
報
を

も
と
に
撮
影
年
代
や
、
川
島
に
写
真
が
贈
呈
さ
れ
た
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
行
員
の
略
歴
も
付
記
し
た
。

こ
の
よ
う
な
肖
像
写
真
の
贈
呈
や
交
換
と
い
う
行
為
は
、
当
時
、
正
金
銀
行

だ
け
で
な
く
政
官
財
界
な
ど
で
普
通
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正

金
銀
行
の
場
合
に
は
、
国
内
店
舗
と
海
外
店
舗
の
行
員
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
肖
像
写
真
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
の

現
況
を
確
認
し
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

［
キ
ー
ワ
ー
ド
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横
浜
正
金
銀
行
員
の
肖
像
写
真

ｌ
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
Ｉ

寺

嵜

弘

康

ァ

正

金

銀

行

入

行

前

嘉
永
六
年
五
月
三
日
飛
騨
代
官
手
代
川
島
奥
六
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
て
誕
生

慶
応
三
年
従
兄
弟
中
島
才
吉
の
紹
介
に
よ
り
横
須
賀
製
鉄
所
製
図
工
見
習
い
と
な

る
。
当
時
「
中
島
忠
之
助
」
と
称
し
て
い
た

明
治
三
年
横
須
賀
製
鉄
所
譽
舎
に
入
学

明
治
五
年
十
月
十
九
日
海
軍
省
主
船
寮
十
五
等
出
仕

助
の
手
許
に
残
さ
れ
た
多
数
の
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
十
六
年
に

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
し
た
「
横
浜
正
金
銀
行
展
」
に
際
し
て
、
川
島
忠

之
助
の
遣
孫
か
ら
提
供
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
川
島
忠
之
助
資
料
の
写

真
の
中
か
ら
横
浜
正
金
銀
行
員
と
判
明
で
き
る
人
物
の
肖
像
と
略
歴
を
紹
介
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

（

１

）

本
誌
三
十
七
号
掲
載
の
拙
稿
「
横
浜
正
金
銀
行
創
設
当
初
の
職
制
と
行
員
」
で
は
、

横
浜
正
金
銀
行
が
開
業
し
た
明
治
十
三
年
の
年
末
ま
で
に
入
行
し
た
行
員
四
十
一
名

に
つ
い
て
、
そ
の
人
物
の
略
歴
や
人
脈
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
人
物
名
と
略
歴
は
判
明
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
姿
や
風

貌
で
あ
る
の
か
、
具
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
に
多
少
の
戸
惑
い
も
生
ま
れ
た
。
歴

代
頭
取
の
肖
像
を
除
く
と
、
横
浜
正
金
銀
行
員
の
肖
像
写
真
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

（

２

）

の
は
『
原
六
郎
翁
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
明
治
二
十
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
集
合
写

真
が
唯
一
と
い
え
よ
う
。

は
じ
め
に

（

３

）

｜
川
島
忠
之
助
の
略
歴

と
こ
ろ
が
、
リ
ョ
ン
出
張
所
の
初
代
主
任
で
、
後
に
取
締
役
を
務
め
た
川
島
忠
之

－63－



明
治
二
十
八
年
六
月
帰
国
、
本
店
副
支
配
人

明
治
三
十
年
十
二
月
十
三
日
孟
買
出
張
所
主
任

明
治
三
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
帰
朝
命
令

明
治
三
十
二
年
四
月
十
七
日
東
京
出
張
所
主
任

明
治
三
十
三
年
七
月
東
京
出
張
所
の
支
店
昇
格
に
よ
り
東
京
支
店
初
代
支
配
人

明
治
三
十
八
年
八
月
十
四
日
行
員
の
手
代
制
廃
止
に
と
も
な
い
書
記
と
な
る

明
治
三
十
九
年
六
月
十
九
日
本
店
副
支
配
人

明
治
四
十
年
九
月
取
締
役
就
任

明
治
四
十
一
年
三
月
取
締
役
兼
本
店
支
配
人

明
治
四
十
五
年
三
月
本
店
支
配
人
兼
務
を
解
任

大
正
七
年
三
月
取
締
役
辞
任

明
治
十
五
年
四
月
十
七
日
正
金
銀
行
入
行
、
リ
ョ
ン

明
治
十
五
年
五
月
七
日
タ
イ
ナ
ス
号
に
て
横
浜
出
航

明
治
二
十
一
年
六
月
～
十
一
月
一
時
帰
国

明
治
十
年
六
月
十
八
日
帰
国

明
治
十
一
年
六
月
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
前
編
を
慶
應
義
塾
出
版
局
よ
り
出
版
⑤

明
治
十
三
年
六
月
に
は
後
編
を
出
版

イ

正

金

銀

行

在

職

中

明
治
十
五
年
四
月
十
七
日
正
金
銀
行
入
行
、
リ
ョ
ン
出
張
員
を
命
じ
ら
れ
る

と
し
て
同
行
し
横
浜
出
港

明
治
六
年
四
月
大
蔵
省
に
出
向
し
富
岡
製
糸
場
ブ
リ
ュ
ー
ナ
の
通
訳
を
務
め
る

明
治
六
年
富
岡
製
糸
場
と
海
軍
を
辞
す

明
治
七
年
横
浜
の
ヘ
ク
ト
・
リ
リ
ア
ン
タ
ー
ル
社
に
番
頭
格
で
入
社

明
治
九
年
十
一
月
二
十
六
日
渋
沢
栄
一
の
依
頼
に
よ
り
、
蚕
卵
紙
売
込
団
の
通
訳

ウ
正
金
銀
行
退
行
後

川
島
忠
之
助
資
料
の
写
真
点
数
は
三
三
○
点
を
数
え
、
そ
の
う
ち
現
在
ま
で
に
横

浜
正
金
銀
行
員
と
判
断
で
き
る
個
人
写
真
は
、
川
島
の
写
真
を
含
め
る
と
次
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

行
員
を
五
十
音
順
に
並
べ
、
最
初
は
整
理
番
号
で
、
次
に
写
真
番
号
、
氏
名
、
撮

影
年
代
、
写
真
館
と
そ
の
住
所
、
写
真
の
裏
耆
き
、
寸
法
を
記
載
し
て
あ
る
。
以
下

で
は
整
理
番
号
順
に
、
行
員
の
入
退
行
、
略
歴
を
記
載
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
典
拠

資
料
は
、
横
浜
正
金
銀
行
の
経
営
資
料
で
あ
る
『
横
浜
正
金
銀
行
資
料
』
〈
東
京
大
学

経
済
学
部
資
料
室
所
蔵
）
の
中
か
ら
「
取
締
役
会
決
議
録
・
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」

「
諸
願
書
届
書
留
」
「
行
報
」
「
岸
資
料
」
「
実
際
考
課
状
」
（
い
ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
版
）
、
正
友
会
所
蔵
資
料
、
原
六
郎
、
園
田
孝
吉
、
相
馬
永
胤
ら
頭
取
の
伝
記
、

新
聞
記
事
な
ど
を
用
い
た
。

右
の
よ
う
に
川
島
は
明
治
十
五
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
三
十
九
年
間
に
わ
た
り
横

浜
正
金
銀
行
に
勤
務
し
、
そ
の
う
ち
リ
ョ
ン
と
ボ
ン
ベ
イ
で
の
海
外
勤
務
は
通
算
で

十
四
年
に
も
及
び
、
ま
た
取
締
役
を
十
一
年
余
務
め
た
。
そ
の
間
に
多
く
の
横
浜
正

金
銀
行
員
を
は
じ
め
国
内
外
の
人
物
と
交
流
し
た
こ
と
で
、
彼
の
手
許
に
多
く
の
写

真
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

大
正
十
一
年
七
月
小
栗
上
野
介
と
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
記
念
建
像
の
発
起
人
に
名
を
連

ね
、
九
月
二
十
九
日
横
須
賀
市
諏
訪
公
園
で
の
記
念
式
に
参
列

昭
和
四
年
五
月
喜
寿
祝
賀
会

昭
和
十
三
年
七
月
十
三
日
残

二
横
浜
正
金
銀
行
員
の
肖
像
写
真

－64－



表川島忠之助資料の横浜正金銀行員写真

､r法、m

(縦×横）
裏書年代 写真帥 住所資料番号 被写体氏名No.資料沓嵜綬与体氏名

1 2-036 芦谷十一郎

2 3－176 伊沢信三郎伊沢信三郎3-176

呈川島御老台御許布畦芦谷 |･一郎 ’262×158未詳

明治十八年六月謹呈川島忠之助殿
於仏国里鮎府伊沢信三郎

Alexandre

sage
1885年 明治18 104×61Lvon

明治三十一年七月二十四日撮影拝呈

川島老兄里昂市川亮功
13GdeCote,

13,Lyon
1898年 明泊31 164×107市川亮功 E.Desvignes3-0163

52&53Newgate
St,London.

EC．

呈川島先牛

竜動ニテ

明治三十一年六月十H

宮鈴太郎Bombay
1898年 明治31一宮鈴太郎 166×107ArthurWeston4 3－010

奉呈川島忠之助仁兄大人明治十五
年五月於横浜辱交伊藤詮一郎拝

横浜本町通・

東京九段坂
伊藤詮一郎 1882年 明治15 鈴木真 106×643-207５

’

６
川島老兄二呈ス明治二十四年十月

大坪文次郎
1891年 明治24大坪文次郎 166×187Bvrne&Co Richmond3-009

東京浅草公園
地

aMonsieurT・KawashimaM.0no24

Avril l889小野様
江崎礼二小野政吉 1889年 明論22 103×64７ 3-150

贈呈川島老台川 卜直之助明治

二十六年l -月

926Chestnut

St.Phila.
ll l上直之肋 1893年 明治26 166×110C・MGilbert3－0158 3-015 川上直之肋 1893牛 明治26C､M・Gi'ber& gfrFM 二十六年' 一月

93－254 川島忠之助 (1877年） 明治10GiulioRossi MilanoGenova 川島 ミラノにて 104×63

28,Faubourg
St.HonOre

Paris

明治十五年八11二十四日於仏京巴黎所

口撮影者也在里昂lll島忠之助
1882年 明治15川島忠之助 164×109Cognet3-25010

Bourne&

Thepherd
I I l島忠之助 (1898年） 明治31 163×108Bombav11 2-03O 川島忠之助 （1898牛） トリ1宿31碓旋rI Boml

横浜
12 3-046 木村利右衛門 未詳 鈴木真一

東京

13 3-257 児士謙次 」898年 明治31蹴艇｡ns Bom}
l4 3-085 相馬永胤 （1894年） 明治17Victoire Lyon

東京
15 3-020 岡田孝吉 未詳 丸木利陽

角

横浜
16 3-181 高木貞作 1882年 明治15鈴木真一

東京

17 2-021 高橋是渭 1898年 明治31 D.Satow Shan

18 3-162 武澤熈載 1885年 Iﾘ1治18Victoire Lyon

19 2-014 露木初太郎 1897年 明治30Bellingard Lyon

20 3-270 時枝誠之 1906年 明治39鴨下

2-030

横浜真
未詳 鈴木真一木村利右衛門3-046

RajaDeen
DaVal&Sons

1898年児玉謙次 明治31 Bomb3-257

東京芝
原l田孝吉 未詳 丸木利陽3-020

横浜本
1882年 鈴木真高木貞作 明治153-181

高橋是渭 1898fi 明治31 D・Sato帆 Shan2－021

武澤熈載 1885年 明治18 Victoire3－162 Lvon

露木初太郎 1897年 明治302－014 Bellingard Lvon

時枝誠之 1906年 明治39 鴨13-270

砂町

東京ﾉL段坂
164×109

呈川島老台生令孟買明治三十一年
十一月児玉謙次

a， 164×106

104×62

新シ橋

角
旱川島君 165×107

川通・

東京九段坂

拝呈川島忠之助君高木貞作明治

十五年五月中旬
106×64

謹呈川島忠之助君高橋是渭明治

三'－－年IIWI1
ghai 182×129

贈川島久和君明治'一八年六月武澤

熈戦
104×64

明治三|年トー月六日露木初太郎

呈川嶌忠之助様
1()5×64

謹呈川島大人座右明治三十九年二月

二十七u時枝誠之拝
194×139

東京銀座二］

目
』ｰ

目
未詳 二見朝隈中村錠太郎 呈川島御叔父様中村錠太郎 103×6421 3-241 中村錠太郎 未詳 二見朝隈 ／'､'J､姿ﾊ'

22 3-031 中村道太 (1882年頃） 明治15鈴木東谷 横浜旭通

23 3-007 鍋倉直 1885年 明治18PachBroIs 841B'wa

3－241

鍋倉直 18851： 明治18 PachBroIs 841B'wa3－007

l()5×64

明治l･八年三月在紐育鍋倉直呈11

島忠之助君机下
vN・Y 166×109

47.01dBroad

StreetLondon

Lyonl4thOct. 1892YourstreelyT.S
Nishimaki

j{i巻豊佐久 1892fl 明治253-056 C,A.Gand， 164×107型

一

羽

一

配

”

詔

羽
一
知

横浜真砂町

東京九段坂

明治十五年五月七円根岸政常呈川

島姉君
根岸政常 1881年 明治15 鈴木真一3-114 106×63

明治三l -l凹年七月二十五日里昂出張所

羽倉信太郎
1901年羽倉信太郎 明沿343-143 Desvignes Lvon 105×63

明治二十七年九月二日孟買支店赴任ノ

為メ倫敦出発二際シ撮影原誼太郎

J.WeSton&

Son

27.SloanestS

W．
1894年 明治27原誼太郎 253×1903－044

横浜真砂町

東京ﾉL段坂
(1886年頃） 明沿19 鈴木真一原六郎3-219 105×64

明治三十八年二月二十-H謹呈川

島尊台原友己再拝
原友己 1905年 明治383－266 167×108

A、

Schleesselmann

Yokohama

Japan
(1882年頃）福沢英之肋 明治15 編沢英之助3－116 104×63

London

Stereoscopic

Company

呈川島君明治二十一年九月|ﾉﾘl 1 於

横浜客舎戸次兵吉拝
54,Cheapside,
E、C，

明治21戸次兵吉 1888年 164×10731 3-050

呈川島叔父陸軍歩兵少尉I1具八位松村

一造参十二年五月

NOGEMACHI,

YOKOHAMAJAPAN
1899句松村

碓
旦

、
ｆ
ふ 明治32 K・Fukuda 138×92詑

一
調
一
弘
弱

3-265

呈川島老台座右辱知宮川恭太郎明

治三十二年-ll二u於孟買写之
宮川恭太郎 19001 明治33 253×2003-248

ToMr.C.Kawashima !IForgetmenot
VI

vourfriendl.Murata4/11/84
村出一郎 1884年 明治17 PachBrois3-227 NewYork 104×64

Yokohama

Japan

Yokohamal5thMayl896ToT.

Kawashimaesq. fromYukiYamakawa
111川勇木 1896年 明治29 K、Tamamura3-255 163×108
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１
芦
谷
十
一
郎
明
治
二
十
九
年
七
月
四
日
入
行
、
昭
和
八
年
六
月
六
日
停
年

退
職
。

２
伊
沢
信
三
郎
明
治
十
七
年
二
月
十
七
日
入
行
、
リ
ョ
ン
出
張
所
詰
、
同
年

三
月
二
十
九
日
に
リ
ョ
ン
に
着
任
、
明
治
二
十
年
五
月
解
雇
。
伊
沢
修
二
・
多
喜
男

の
兄
弟
。

３
市
川
亮
功
明
治
二
十
年
七
月
十
一
日
入
行
、
リ
ョ
ン
出
張
所
に
赴
任
、
明

治
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
リ
ョ
ン
出
張
所
主
任
心
得
、
明
治
三
十
年
十
月
二
十
五

日
リ
ョ
ン
出
張
所
主
任
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
帰
朝
申
付
、
明
治
三
十

三
年
十
二
月
三
十
日
本
店
内
国
課
長
、
明
治
三
十
八
年
五
月
一
日
奉
天
出
張
所
主
任
、

明
治
三
十
八
年
九
月
九
日
休
暇
帰
朝
申
付
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
七
日
死
亡
退

職
。４

－
宮
鈴
太
郎
明
治
三
十
年
七
月
三
Ⅱ
入
行
、
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
六

日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
、
大
正
八
年
五
月
十
日
取
締
役
当
選
、
大
正
十
一
年

三
月
十
一
日
副
頭
取
就
任
、
昭
和
二
年
七
月
二
十
一
日
副
頭
取
辞
任
、
昭
和
十
三
年

三
月
十
日
取
締
役
辞
任
。

５
伊
藤
詮
一
郎
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
入
行
、
明
治
十
四
年
六
月
上

海
出
張
、
明
治
二
十
四
年
三
月
三
十
Ⅱ
依
願
退
職
。

６
大
坪
文
次
郎
明
治
十
三
年
二
月
二
十
四
日
入
行
、
明
治
二
十
四
年
五
月
二

十
五
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
臨
時
主
任
（
～
九
月
十
四
日
）
、
明
治
二
十
四
年
七
月

原
六
郎
取
締
役
と
と
も
に
英
仏
の
支
店
検
査
の
た
め
出
張
、
明
治
二
十
五
年
五
月
十

五
日
死
去
退
職
。

７
小
野
政
吉
明
治
二
十
年
十
月
十
四
円
入
行
、
明
治
二
十
八
年
五
月
リ
ョ
ン

出
張
所
付
け
在
勤
、
明
治
三
十
一
年
十
一
月
リ
ョ
ン
出
張
所
主
任
、
大
正
十
年
帰
国
、

大
正
十
一
年
六
月
三
十
日
退
職
。

８
川
上
直
之
助
明
治
二
十
六
年
九
月
十
八
日
入
行
、
明
治
三
十
年
六
月
二
十

三
日
退
職
。

皿
木
村
利
右
衛
門
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
取
締
役
当
選
、
明
治
十
六

年
三
月
支
配
人
兼
務
、
明
治
二
十
四
年
六
月
支
配
人
退
任
、
大
正
八
年
四
月
十
九
日

取
締
役
辞
任
。

過
児
玉
謙
次
明
治
二
十
六
年
八
月
七
日
入
行
、
明
治
二
’
七
年
七
月
ボ
ン
ベ

イ
出
張
所
詰
、
明
治
三
十
八
年
六
月
ボ
ン
ベ
イ
支
店
支
配
人
、
明
治
四
十
四
年
三
月

二
十
五
日
本
本
店
詰
、
同
年
九
月
四
日
上
海
支
店
支
配
人
、
大
正
八
年
五
月
取
締
役
、

大
正
十
一
年
三
月
頭
取
、
昭
和
十
一
年
九
月
頭
取
辞
任
、
昭
和
十
九
年
三
月
取
締
役

辞
任
。

Ｍ
相
馬
永
胤
明
治
十
五
年
十
月
官
選
取
締
役
、
明
治
十
七
年
九
月
ロ
ン
ド
ン

支
店
開
設
準
備
の
た
め
出
張
、
明
治
二
十
年
七
月
官
選
取
締
役
廃
止
し
、
新
た
に
取

締
役
就
任
、
明
治
二
十
一
年
三
月
取
締
役
退
任
、
同
年
四
月
法
律
相
談
役
就
任
、
明

治
二
十
三
年
三
月
取
締
役
当
選
、
同
年
五
月
行
務
調
査
員
、
明
治
二
十
七
年
三
月
海

外
支
店
検
査
な
ど
の
た
め
出
張
、
明
治
三
十
年
四
月
頭
取
就
任
、
明
治
三
十
三
年
四

月
欧
米
支
店
視
察
の
た
め
出
張
、
明
治
三
十
五
年
三
月
清
国
各
店
視
察
の
た
め
出
張
、

明
治
三
十
九
年
三
月
頭
取
辞
任
、
大
正
十
三
年
一
月
死
亡
、
取
締
役
辞
任
。

咽
園
田
孝
吉
明
治
二
十
三
年
三
月
十
日
取
締
役
当
選
、
頭
取
就
任
、
明
治
三

十
年
四
月
頭
取
辞
任
、
大
正
八
年
四
月
取
締
役
辞
任
。

随
高
木
貞
作
明
治
十
五
年
四
月
十
一
日
入
行
、
明
治
十
七
年
五
月
二
十
二
日

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
、
明
治
二
十
五
年
七
月
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
、
明

治
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
帰
朝
申
付
、
明
治
二
十
七
年
四
月
九
日
神
戸
支
店
支
配

人
心
得
、
明
治
三
十
年
九
月
二
十
七
日
神
戸
支
店
支
配
人
、
明
治
三
十
年
十
二
月
本

店
支
配
人
心
得
、
明
治
三
十
一
年
一
月
五
日
依
願
退
職
。
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Ⅳ
高
橋
是
渭
明
治
二
十
八
年
八
月
本
店
支
配
人
就
任
、
明
治
二
十
九
年
三
月

十
日
取
締
役
兼
支
配
人
、
明
治
三
十
年
四
月
副
頭
取
、
明
治
三
十
一
年
二
月
欧
米
出

張
、
明
治
三
十
二
年
三
月
副
頭
取
取
締
役
辞
任
、
明
治
三
十
九
年
三
月
頭
取
就
任
、
明

治
四
十
年
十
月
中
国
各
店
視
察
の
た
め
出
張
、
明
治
四
十
四
年
六
月
頭
取
辞
職
。

肥
武
澤
熈
載
明
治
十
八
年
三
月
二
十
五
日
入
行
、
リ
ョ
ン
出
張
所
詰
、
明
治

二
十
七
年
一
月
八
日
ハ
ワ
イ
出
張
所
主
任
、
明
治
三
十
一
年
二
月
二
十
一
冊
帰
朝
申

付
、
明
治
三
十
四
年
一
月
二
十
八
日
退
職
。

岨
露
木
初
太
郎
明
治
二
十
八
年
七
月
一
日
人
行
、
明
治
三
十
五
年
四
月
二
十

八
日
帰
国
、
明
治
三
十
八
年
九
月
四
日
依
願
退
職
。

別
時
枝
誠
之
明
治
三
十
二
年
三
月
十
七
日
入
行
、
明
治
四
十
一
年
十
月
二
十

四
日
ハ
ワ
イ
支
店
支
配
人
、
明
治
四
十
三
年
四
月
十
四
日
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
副

主
任
、
大
正
五
年
一
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
支
配
人
、
大
正
九
年
九
月
人
事
課

長
兼
庶
務
課
長
、
昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日
退
職
。

皿
中
村
錠
太
郎
明
治
十
七
年
五
月
十
二
日
入
行
、
明
治
二
十
六
年
九
月
ロ
ン

ド
ン
支
店
詰
、
明
治
三
十
二
年
十
月
牛
荘
出
張
所
主
任
、
明
治
四
十
四
年
九
月
四
日

大
阪
支
店
支
配
人
、
明
治
四
十
五
年
三
月
神
戸
支
店
支
配
人
兼
務
、
大
正
三
年
七
月

総
務
部
助
役
、
大
正
九
年
六
月
三
十
日
退
職
、
川
島
忠
之
助
の
従
兄
弟
。

躯
中
村
道
太
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
正
金
銀
行
取
締
役
当
選
、
明
治

十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
頭
取
就
任
、
明
治
十
五
年
七
月
十
日
頭
取
及
び
取
締
役
引

責
辞
任
。

羽
鍋
倉
直
明
治
十
七
年
五
月
十
五
日
入
行
、
明
治
二
十
年
七
月
十
五
日
本
店

詰
、
明
治
二
十
四
年
三
月
三
十
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
張
所
主
任
、
明
治
二
十
五

年
五
月
香
港
支
店
支
配
人
、
明
治
三
十
年
十
二
月
六
日
神
戸
支
店
支
配
人
、
明
治
三

十
二
年
三
月
十
三
日
検
査
人
、
明
治
三
十
二
年
五
月
二
十
九
日
本
店
副
支
配
人
心
得
、

明
治
三
十
三
年
四
月
九
日
本
店
副
支
配
人
、
明
治
三
十
三
年
八
月
十
四
日
本
店
副
支

配
人
兼
検
査
人
、
明
治
三
十
四
年
一
月
二
十
八
日
検
査
人
、
明
治
三
十
四
年
九
月
十

六
日
北
京
支
店
支
配
人
、
明
治
三
十
七
年
九
月
五
日
検
査
人
、
明
治
三
十
八
年
十
二

月
二
十
五
日
本
店
副
支
配
人
兼
書
記
課
長
、
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
八
日
休
職
、
大

正
二
年
九
月
二
十
九
日
退
職
。

型
西
巻
豊
佐
久
明
治
十
七
年
七
月
一
日
入
行
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
詰
、
明

治
二
十
年
四
月
十
五
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
張
所
主
任
鍋
倉
直
の
不
在
中
、
明
治

二
十
六
年
三
月
十
五
日
上
海
出
張
所
主
任
、
明
治
三
十
九
年
八
月
十
四
日
ロ
ン
ド
ン

支
店
支
配
人
、
明
治
四
十
一
年
十
月
十
九
日
帰
朝
申
付
、
明
治
四
十
二
年
三
月
二
十

二
日
総
務
部
助
役
、
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
一
日
外
国
課
長
、
明
治
四
十
二
年
十

二
月
十
六
日
本
店
副
支
配
人
、
明
治
四
十
三
年
八
月
二
十
六
日
死
亡
退
職
。

妬
根
岸
政
常
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
入
行
、
大
正
三
年
一
月
三
十
一

日
退
職
。

沁
羽
倉
信
太
郎
明
治
三
十
一
年
七
月
十
二
日
入
行
、
明
治
三
十
五
年
五
月
十

六
退
職
。
明
治
三
十
三
年
頃
に
リ
ョ
ン
出
張
所
詰
。

”
原
誼
太
郎
明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
日
入
行
、
明
治
四
十
一
年
十
一
月
十

二
日
上
海
支
店
副
支
配
人
、
明
治
四
十
三
年
三
月
十
五
日
長
崎
支
店
支
配
人
、
大
正

元
年
十
二
月
十
一
日
死
亡
退
職
。

犯
原
六
郎
明
治
十
六
年
三
月
二
十
二
日
官
選
取
締
役
、
頭
取
就
任
、
明
治
十

六
年
四
月
二
十
五
日
官
選
取
締
役
辞
任
、
株
主
総
会
選
挙
に
よ
り
取
締
役
当
選
、
明

治
二
十
三
年
三
月
十
日
頭
取
辞
任
、
明
治
二
十
四
年
七
月
欧
米
出
張
、
明
治
二
十
三

年
三
月
十
日
頭
取
辞
任
、
明
治
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日
欧
米
出
張
よ
り
帰
国
、
大

正
八
年
四
月
取
締
役
辞
任
。

羽
原
友
巳
明
治
三
十
二
年
五
月
一
日
入
行
、
年
不
詳
奉
天
支
店
副
支
配
人
、
明
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卯
福
沢
英
之
助
明
治
十
四
年
三
月
八
日
入
行
、
明
治
十
六
年
六
月
二
十
六
日

退
職
。

訓
戸
次
兵
吉
明
治
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
入
行
、
明
治
十
五
年
ニ
ュ
ー
ョ

ー
ク
出
張
所
主
任
、
明
治
十
八
年
帰
国
、
明
治
十
九
年
欧
米
銀
行
事
務
視
察
の
た
め

出
張
、
そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
、
明
治
二
ト
ー
年
帰
国
、
明
治
三
十
年
本
店

支
配
人
、
明
治
四
十
五
年
一
月
九
日
死
亡
退
職
．

兜
松
村
一
造
明
治
二
十
九
年
五
月
一
日
入
行
、
昭
和
七
年
七
月
三
十
一
日
退

職
。詔

宮
川
恭
太
郎
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
入
行
、
大
正
十
年
十
一
月
十

日
退
職
。

弘
村
田
一
郎
明
治
十
五
年
一
月
官
選
取
締
役
、
同
年
十
月
外
国
部
支
配
人
、
明

治
十
六
年
八
月
欧
米
出
張
所
検
査
の
た
め
出
張
、
明
治
十
八
年
七
月
辞
任
。

弱
山
川
勇
木
明
治
十
三
年
七
月
十
七
日
入
行
、
明
治
十
三
年
七
月
三
十
一
日

神
戸
支
店
詰
、
永
治
十
六
年
二
月
神
戸
支
店
支
配
人
心
得
（
～
五
月
二
十
一
旦
、
明

治
十
七
年
一
月
二
十
九
日
神
戸
支
店
支
配
人
心
得
、
明
治
二
十
年
四
月
五
日
ロ
ン
ド

ン
支
店
詰
、
明
治
二
十
年
八
月
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
心
得
、
明
治
二
十
四
年
三
月

三
十
日
本
店
副
支
配
人
、
明
治
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
外
国
課
長
兼
務
、
明
治

三
十
二
年
二
月
十
三
日
神
戸
支
店
支
配
人
、
明
治
三
十
六
年
九
月
十
日
取
締
役
当
選
、

明
治
三
十
六
年
九
月
十
七
日
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
兼
務
、
明
治
三
十
九
年
七
月
十

六
日
本
店
支
配
人
兼
務
、
明
治
四
十
年
三
月
十
六
日
総
支
配
人
兼
務
、
大
正
二
年
九

月
十
三
日
副
頭
取
、
大
正
七
年
三
月
十
三
日
副
頭
取
辞
任
、
大
正
十
五
年
三
月
十
日

取
締
役
辞
任
。

治
四
十
一
年
十
月
六
日
帰
朝
、
明
治
四
十
二
年
五
月
十
八
日
退
職

１
芦
谷
十
一
郎
の
写
真
は
、
裏
書
き
か
ら
ハ
ワ
イ
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
際
に
撮

影
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
川
島
と
は
ど
の
よ
う
な
接
点
が
あ
っ
た
の
か
、
芦
谷
の
勤

務
歴
が
不
明
な
た
め
判
然
と
し
な
い
。

２
伊
沢
信
三
郎
の
写
真
は
、
リ
ョ
ン
の
写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
裏
書
き
か

ら
明
治
十
八
年
六
月
に
伊
澤
か
ら
上
司
の
川
島
に
贈
呈
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
市
川
亮
功
の
写
真
は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
四
日
に
リ
ョ
ン
の
写
真
館
で

撮
影
し
、
当
時
ボ
ン
ベ
イ
出
張
所
の
川
島
に
郵
送
し
た
も
の
。
そ
れ
が
到
着
し
た
同

年
九
月
三
日
、
川
島
は
市
川
に
返
信
を
送
り
「
今
便
ハ
御
近
撮
影
ノ
写
影
御
恵
投
被

（

４

）

下
」
と
記
し
、
謝
意
を
伝
え
て
い
る
。
川
島
と
市
川
は
リ
ョ
ン
出
張
所
で
上
司
と
部

下
の
関
係
で
あ
る
が
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
を
し
て
い
た
。
川
島
が
リ
ョ
ン
を
離
れ

て
か
ら
も
手
紙
の
や
り
と
り
を
お
こ
な
い
、
時
に
は
近
影
を
送
り
あ
い
な
が
ら
、
互

い
の
近
況
を
確
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
市
川
の
写
真
は
本
写
真
以
外
に
も

二
点
含
ま
れ
て
い
る
．

４
－
宮
鈴
太
郎
の
写
真
は
、
明
治
三
十
一
年
六
月
十
日
に
ロ
ン
ド
ン
の
写
真
店
で

撮
影
さ
れ
た
。
前
年
の
七
月
に
入
行
し
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
赴
任
し
た
一
宮
が
、
ボ
ン

ベ
イ
出
張
所
の
川
島
に
贈
呈
し
た
も
の
。
同
年
五
月
六
日
付
で
一
宮
に
宛
て
た
川
島

の
書
簡
で
は
「
時
下
益
御
健
勝
英
京
へ
御
安
着
被
遊
奉
欣
賀
候
次
二
小
弟
モ
幸
二
無

（

５

）

異
消
光
罷
在
候
然
ハ
過
般
当
地
御
滞
在
中
御
立
替
申
置
候
諸
費
用
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
宮
は
ボ
ン
ベ
イ
経
由
に
て
ロ
ン
ド
ン
に
赴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
当

時
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
は
川
島
の
従
兄
弟
で
あ
る
中
村
錠
太
郎
（
写
真
別
）
が
勤
務
し

て
い
た
。

５
伊
藤
詮
一
郎
の
肖
像
写
真
は
、
『
原
六
郎
翁
伝
』
掲
載
の
集
合
写
真
中
に
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
が
、
集
合
写
真
の
た
め
小
さ
く
、
シ
ル
ク
ハ
ヅ
ト
を
被
り
顔
の
判

三
写
真
の
撮
影
年
代
な
ど
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別
が
十
分
で
は
な
い
・
そ
れ
に
比
べ
て
こ
の
写
真
は
表
情
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
明

治
十
五
年
五
月
に
横
浜
で
川
島
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
裏
書
き
で
判
明
す

る
。
こ
の
明
治
十
五
年
五
月
は
、
川
島
が
正
金
銀
行
に
採
用
さ
れ
リ
ョ
ン
に
向
け
横

浜
港
を
出
港
し
た
時
期
に
当
た
り
、
お
そ
ら
く
正
金
銀
行
に
入
行
し
た
際
に
先
輩
行

員
で
あ
る
伊
藤
か
ら
贈
ら
れ
た
名
刺
代
わ
り
の
写
真
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
後
伊
藤
は
明
治
二
十
四
年
の
正
金
銀
行
改
革
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

在
職
中
に
リ
ョ
ン
出
張
所
詰
め
の
川
島
と
武
澤
の
所
有
す
る
正
金
銀
行
株
券
の
一
部

（

６

）

を
無
断
で
処
分
し
、
川
島
ら
が
民
事
裁
判
に
訴
え
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

６
大
坪
文
次
郎
の
写
真
は
、
そ
の
裏
書
き
に
明
治
二
十
四
年
十
月
に
川
島
に
贈
呈

し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
月
の
九
月
下
旬
に
は
、
原
六
郎
取
締
役
が
大

坪
と
と
も
に
リ
ョ
ン
を
訪
れ
出
張
所
の
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
へ
戻
っ

た
大
坪
が
ロ
ン
ド
ン
で
撮
影
し
た
肖
像
写
真
を
川
島
に
郵
送
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

７
小
野
政
吉
の
写
真
は
、
東
京
浅
草
の
江
崎
礼
二
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
。
裏
書

き
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
に
川
島
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小

野
は
日
本
国
内
に
、
川
島
は
リ
ヨ
ン
に
い
た
こ
と
か
ら
直
接
渡
さ
れ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
が
、
前
年
の
明
治
二
十
一
年
の
秋
に
川
島
は
一
時
帰
国
し
て
お
り
、
そ
の
際

に
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
の
あ
る
小
野
と
顔
を
合
わ
せ
て
会
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
小
野
の
弟
信
太
郎
も
明
治
二
十
三
年
一
月
に
正
金
銀
行
に
入
行
し

て
い
る
。

８
川
上
直
之
助
の
写
真
は
、
裏
書
き
に
よ
り
明
治
二
十
六
年
十
月
に
ア
メ
リ
カ
・
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
川
上
の
入
行
が
同
年

九
月
で
あ
る
の
で
、
川
上
は
現
地
採
用
さ
れ
た
の
か
、
入
行
以
前
に
撮
影
し
た
写
真

で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。

る
○

９
か
ら
皿
は
川
島
忠
之
助
の
肖
像
写
真
で
、
９
は
、
川
島
が
正
金
銀
行
入
行
前
の
明

治
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
欧
州
を
訪
れ
た
と
き
に
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
の
ロ
ヅ

シ
写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
二
十
三
・
四
歳
の
時
の
写
真
。
皿
は
ボ
ン
ベ
イ
出

張
所
主
任
時
代
の
明
治
三
十
一
年
の
撮
影
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
四
十
五
歳
で
あ

る
．
両
方
を
比
較
す
る
と
二
十
年
余
り
の
間
に
川
島
は
す
っ
か
り
と
白
髪
白
髭
へ
と

変
貌
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ｕ
木
村
利
右
衛
門
横
浜
真
砂
町
の
鈴
木
真
一
写
真
館
で
撮
影
。
木
村
は
正
金
銀

行
創
立
時
か
ら
取
締
役
を
務
め
、
川
島
の
リ
ョ
ン
出
張
所
時
代
に
は
本
店
支
配
人
を

兼
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
川
島
と
は
通
信
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
い
た
。
こ
の
写
真

に
は
裏
書
き
は
見
ら
れ
な
い
が
、
川
島
の
入
行
時
、
す
な
わ
ち
明
治
十
五
年
に
川
島

に
贈
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
掲
の
『
原
六
郎
翁
伝
』
掲
載
の
写
真
と
比

べ
る
と
、
こ
の
写
真
の
方
が
若
い
よ
う
に
思
え
る
。

咽
児
玉
謙
次
ボ
ン
ベ
イ
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
裏
書
き
に
は
明
治

三
十
一
年
十
一
月
と
あ
る
の
で
、
川
島
が
ボ
ン
ベ
イ
出
張
所
主
任
と
し
て
赴
任
し
て

き
た
際
に
児
玉
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

皿
相
馬
永
胤
相
馬
が
明
治
二
十
七
年
九
月
欧
米
各
店
の
検
査
で
リ
ョ
ン
を
訪
れ

た
明
治
二
十
七
年
九
月
に
リ
ョ
ン
の
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
。
裏
言
き
は
な
い
。
な

お
、
川
島
の
写
真
に
は
、
相
馬
を
囲
ん
で
リ
ョ
ン
出
張
所
の
行
員
た
ち
の
集
合
写
真

も
存
在
す
る
の
で
、
相
馬
の
風
貌
を
比
較
し
て
み
て
も
明
治
二
十
七
年
撮
影
と
判
断

で
き
る
。

あ

た

ら

妬
園
田
孝
吉
東
京
芝
の
「
新
シ
橋
」
に
あ
っ
た
丸
木
利
陽
写
真
館
に
て
撮
影
さ

れ
た
写
真
で
、
裏
書
き
に
は
「
呈
川
島
君
」
と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
る
。
園
田
は
、
明

治
十
四
年
か
ら
二
十
二
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
領
事
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
間
川
島
が
ロ

ン
ド
ン
を
訪
れ
園
田
と
出
会
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
園
田
が
正
金
銀
行
取
締
役
に
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就
任
し
た
明
治
二
十
三
年
三
月
以
降
は
、
川
島
が
リ
ョ
ン
か
ら
帰
国
す
る
明
治
二
十

八
年
ま
で
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。
裏
書
き
が
簡
単
な
記
載
で
あ
る

こ
と
や
、
丸
木
利
陽
写
真
館
の
撮
影
で
あ
る
こ
と
、
園
田
の
風
貌
が
若
い
と
き
の
も

の
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
頭
取
を
や
め
る
明
治
三
十
年
ま
で
の
写
真
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

略
高
木
貞
作
は
正
金
銀
行
の
入
行
前
に
は
商
法
講
習
所
助
教
を
へ
て
明
治
十
一
年

（

７

）

に
第
十
五
国
立
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
。
こ
の
写
真
の
裏
書
き
に
は
明
治
十
五
年
五

月
中
旬
に
撮
影
し
た
記
載
が
あ
る
。
高
木
は
米
国
留
学
経
験
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
明

治
十
五
年
に
正
金
銀
行
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
と
シ
ド
ニ
ー
に
出
張
所

開
設
を
企
画
し
、
そ
の
出
張
員
と
し
て
明
治
十
五
年
四
月
十
一
日
に
入
行
、
同
年
五

月
に
横
浜
か
ら
出
港
し
て
い
る
。
川
島
も
同
じ
く
明
治
十
五
年
に
入
行
し
て
お
り
、
両

者
は
外
国
赴
任
を
前
に
し
て
写
真
を
交
換
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
高
木
の
肖
像

写
真
は
も
う
一
枚
あ
り
、
明
治
十
七
年
十
一
月
八
日
に
メ
ル
ボ
ル
ン
の
写
真
館
で
撮

影
し
、
リ
ョ
ン
の
川
島
に
贈
っ
た
も
の
で
、
顎
髭
を
蓄
え
た
も
の
で
あ
る
。
高
木
の

肖
像
は
髭
顔
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
髭
の
な
い
姿
は
珍
し
い
。

Ⅳ
高
橋
是
清
は
正
金
銀
行
の
七
代
頭
取
で
あ
る
。
高
橋
の
肖
像
写
真
と
い
え
ば
晩

年
の
白
髭
姿
が
有
名
で
あ
る
が
、
本
写
真
は
明
治
三
十
一
年
の
撮
影
で
高
橋
四
十
四

歳
の
時
で
あ
る
。
高
橋
は
、
同
年
四
月
に
上
海
経
由
で
ボ
ン
ベ
イ
出
張
所
を
訪
れ
出

張
所
の
検
査
を
実
施
し
た
際
に
、
上
海
で
撮
影
し
た
こ
の
写
真
を
川
島
に
贈
呈
し
た

の
で
あ
る
。

肥
武
澤
熈
載
と
川
島
忠
之
助
は
正
金
銀
行
入
行
以
前
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
、
他
の
武
澤
写
真
か
ら
判
明
す
る
。
そ
の
裏
書
き
に
は
「
恭
呈
川
島
忠
之
助
君

武
澤
熈
載
明
治
十
三
年
六
月
十
三
日
」
と
あ
り
、
川
島
が
ま
だ
正
金
銀
行
に
入

行
す
る
前
で
あ
る
。
川
島
と
武
澤
が
ど
こ
で
接
点
の
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
武

（

８

）

澤
は
横
浜
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
校
に
在
学
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
横
浜
の
外
国
商
館

に
勤
務
し
て
い
た
川
島
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

後
、
リ
ョ
ン
に
赴
任
し
た
川
島
は
武
澤
と
書
簡
を
往
復
さ
せ
て
お
り
、
明
治
十
八
年

に
武
澤
が
正
金
銀
行
に
入
行
す
る
と
、
リ
ヨ
ン
出
張
所
詰
と
な
っ
た
の
も
川
島
の
推

挙
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
写
真
は
、
リ
ョ
ン
に
赴
任
間
も
な
く
武
澤
が

リ
ョ
ン
の
写
真
館
で
撮
影
し
、
日
本
に
い
る
川
島
の
姉
久
和
に
贈
呈
し
た
も
の
。
川

島
忠
之
助
資
料
の
中
に
は
武
澤
と
家
族
の
写
真
が
一
四
点
あ
る
．

岨
露
木
初
太
郎
は
、
明
治
二
十
八
年
七
月
一
日
に
入
行
し
、
リ
ョ
ン
出
張
所
詰
と

な
る
が
、
川
島
と
は
出
張
所
で
は
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
写
真
は
明
治
三
十

年
に
リ
ョ
ン
の
写
真
館
で
撮
影
し
、
東
京
支
店
支
配
人
を
務
め
て
い
た
川
島
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
露
木
の
遺
族
の
元
に
は
、
明
治
二
十
九
年
八
月
二
十
三
日
に
撮

影
し
た
手
札
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
明
治
三
十
年
の

写
真
の
方
が
垢
抜
け
た
よ
う
に
思
え
る
。
露
木
は
病
気
の
た
め
明
治
三
十
五
年
四
月

二
十
八
日
に
帰
国
し
、
明
治
三
十
八
年
九
月
四
日
依
願
退
職
を
す
る
が
、
そ
の
経
緯

（

９

）

に
つ
い
て
は
露
木
実
「
セ
ピ
ヤ
色
の
追
想
」
に
詳
し
い
。

別
時
枝
誠
之
の
写
真
は
、
裏
書
き
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
九
年
二
月
二
十
七
日
に
川

島
に
贈
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
川
島
は
東
京
支
店
支
配
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時

枝
は
同
支
店
勤
務
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
写
真
で
見
る
か
ら
に
立
派
な
髭
を
蓄

え
て
い
る
。

皿
中
村
錠
太
郎
は
川
島
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、
裏
書
き
に
「
呈
川
島
御
叔
父
様

中
村
錠
太
郎
」
と
あ
る
。
東
京
銀
座
の
二
見
朝
隈
写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
年
代
は
不
詳
で
あ
る
。
中
村
の
正
金
銀
行
入
行
が
明
治
十
七
年
五
月
で
あ
る
の

で
、
入
行
を
記
念
し
て
撮
影
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

〃
こ
の
写
真
に
は
署
名
な
ど
記
載
が
な
い
が
、
正
金
銀
行
初
代
頭
取
の
中
村
道
太
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で
あ
る
。
中
村
の
肖
像
写
真
は
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
」
第
六
巻
の
口
絵
の
写
真
が

唯
一
で
あ
っ
た
が
、
横
浜
旭
通
の
鈴
木
東
谷
写
真
館
で
撮
影
し
た
こ
の
写
真
は
新
発

見
と
い
え
る
。
中
村
は
川
島
の
入
行
か
ら
二
ヶ
月
後
明
治
十
五
年
七
月
に
頭
取
を
辞

任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
川
島
が
入
行
し
た
際
に
中
村
か
ら
贈
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

塑
鍋
倉
直
は
、
正
金
銀
行
入
行
前
に
は
第
百
国
立
銀
行
に
勤
務
し
て
お
り
、
明
治

十
七
年
に
正
金
銀
行
に
移
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
が
、
当
時
第
百
国
立
銀

行
頭
取
で
あ
っ
た
原
六
郎
の
紹
介
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
明

治
十
二
年
に
は
『
国
立
銀
行
簿
記
一
班
』
と
い
う
銀
行
簿
記
の
専
門
書
を
発
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
正
金
銀
行
に
と
っ
て
即
戦
力
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
写
真
裏
書
き
に
は
「
明
治
十
八
年
三
月
在
紐
育
鍋
倉
直
呈
川
島
忠
之
助
君

机
下
」
と
あ
る
。
米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
横
浜
正
金
銀
行
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
資

料
の
う
ち
「
明
治
十
七
年
本
店
公
信
」
の
な
か
の
明
治
十
七
年
五
月
二
十
九
日
付
公

信
に
は
「
鹿
児
島
県
士
族
鍋
倉
直
氏
過
般
当
行
六
等
手
代
二
雇
入
相
成
引
続
き
米
国

紐
育
出
張
申
付
即
今
便
船
に
て
出
発
相
成
候
」
と
あ
り
、
戸
次
兵
吉
と
入
れ
替
り
に

（

的

）

赴
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
十
九
年
五
月
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
を
訪
れ
た
原

六
郎
頭
取
に
同
行
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
経
由
で
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

急
邊
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
出
張
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
鍋
倉
は
そ
の
主
任

（

ｕ

）

と
な
っ
た
。
こ
の
写
真
は
鍋
倉
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
時
代
に
撮
影
し
た
も
の
で
、

リ
ョ
ン
出
張
所
の
川
島
に
贈
呈
し
た
。

型
西
巻
豊
佐
久
は
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
詰
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
五
年
十
月
マ
ル

セ
イ
ユ
経
由
で
帰
国
す
る
途
中
、
リ
ョ
ン
出
張
所
の
武
澤
と
同
行
す
る
た
め
リ
ョ
ン

に
立
ち
寄
っ
た
の
が
十
月
十
四
日
で
あ
る
。
翌
日
川
島
は
ロ
ン
ド
ン
の
中
井
芳
楠
に

書
簡
を
送
り
、
「
西
巻
氏
ニ
モ
昨
朝
御
来
着
相
成
り
貴
地
ノ
御
近
状
及
御
伝
言
ノ
事
柄

等
逐
一
拝
承
大
二
心
得
ト
相
成
り
満
悦
致
候
同
氏
ニ
ハ
今
夕
馬
港
へ
向
テ
出
発
同
港

（

吃

）

ニ
テ
武
沢
氏
卜
同
船
明
夕
解
續
ノ
筈
二
御
座
候
」
と
記
し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
撮

影
し
た
写
真
の
裏
書
き
も
同
日
で
あ
る
。

泌
根
岸
政
常
の
正
金
銀
行
入
行
は
、
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
で
あ
り
、
こ

の
写
真
の
裏
書
き
に
は
、
入
行
以
前
の
明
治
十
五
年
五
月
七
日
に
川
島
忠
之
助
の
姉

久
和
に
贈
ら
れ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
島
と
は
互
い
に
正
金
銀
行
入
行

前
に
面
識
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
日
下
部
金

幣
撮
影
の
写
真
が
二
枚
あ
る
。

沁
羽
倉
信
太
郎
は
、
明
治
三
十
一
年
に
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
、
同
年
正
金
銀
行

に
入
行
し
、
明
治
三
十
三
年
頃
に
リ
ヨ
ン
出
張
所
に
赴
任
し
た
。
裏
書
き
に
よ
り
リ

ョ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
を
川
島
に
贈
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
初
代
リ
ョ
ン

出
張
所
主
任
を
務
め
た
川
島
へ
の
挨
拶
を
か
ね
て
贈
呈
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

”
原
誼
太
郎
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
不
明
で
あ
る
が
、
裏
書
き
に
「
明
治
二
十
七

年
九
月
二
日
孟
買
支
店
赴
任
ノ
為
メ
倫
敦
出
発
二
際
シ
撮
影
原
誼
太
郎
」
と
あ
る
。

犯
原
六
郎
は
正
金
銀
行
第
四
代
頭
取
で
あ
り
、
リ
ョ
ン
の
川
島
と
は
公
私
と
も
に

交
流
を
重
ね
て
い
た
。
写
真
は
横
浜
真
砂
町
の
鈴
木
真
一
写
真
館
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
、
裏
書
き
が
な
い
の
で
年
代
は
不
詳
。
冬
服
で
革
靴
と
革
手
袋
に
ス
テ
ヅ
キ
を

持
っ
て
い
る
姿
で
あ
る
。
原
は
乗
馬
が
趣
味
で
横
浜
遠
乗
会
の
会
長
も
務
め
て
い
る

（

喝

）

の
で
、
乗
馬
の
ス
タ
イ
ル
か
も
し
れ
な
い
．

羽
原
友
己
に
つ
い
て
も
不
詳
な
こ
と
が
多
い
。
裏
書
き
に
は
「
明
治
三
十
八
年
二

月
二
十
一
日
謹
呈
川
島
尊
台
原
友
己
再
拝
」
と
あ
り
、
他
に
も
明
治
四
十

一
年
奉
天
で
撮
影
し
た
写
真
も
あ
る
。

釦
福
沢
英
之
助
は
、
正
金
銀
行
に
二
年
三
ヶ
月
に
か
在
職
し
て
い
な
い
が
、
入
行

前
は
第
一
国
立
銀
行
横
浜
支
店
の
計
算
課
長
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
川
島
が
入
行
し
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鋤
松
村
一
造
の
写
真
裏
書
き
に
は
、
「
呈
川
島
叔
父
陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
松
村

一
造
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
川
島
と
松
村
は
親
戚
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
が
詳
細
は
不

明
。謁

宮
川
恭
太
郎
は
明
治
二
十
四
年
に
東
京
商
業
学
校
附
属
主
計
学
校
を
卒
業
し
、

翌
二
十
五
年
に
入
行
、
上
海
支
店
勤
務
を
経
て
明
治
三
十
一
年
に
ボ
ン
ベ
イ
出
張
所

に
移
り
、
そ
の
際
川
島
と
席
を
同
じ
く
し
た
。
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
か
ボ
ン
ベ
イ
で

撮
影
し
た
写
真
を
川
島
に
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

弘
村
田
一
郎
は
正
金
銀
行
官
選
取
締
役
で
外
国
為
替
を
担
当
す
る
外
国
部
長
を
兼

務
し
た
。
明
治
十
七
年
一
月
二
十
九
Ｈ
に
欧
州
各
店
検
査
の
た
め
村
田
は
横
浜
を
出

（

巧

）

発
し
、
四
月
十
一
日
リ
ヨ
ン
で
川
島
と
再
会
し
た
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
撮
影
し
た
も

弱
山
川
勇
木
は
第
十
三
国
立
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
正
金
銀
行
開
業
間
も
な

い
七
月
に
入
行
し
、
明
治
二
十
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
支
店
に
勤
務
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
時
代
に
は
リ
ョ
ン
の
川
島
と
時
々
面
会
す
る
な
ど
公
私
と
も
に
交
流
し

た
際
に
受
領
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
六
年
七
月
二
日
の
『
時
事
新
報
』
に
は
正

金
銀
行
を
退
行
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
開
業
す
る
広
告
を
出
し
て
い
る
。

釧
戸
次
兵
吉
は
「
べ
つ
き
へ
い
き
ち
」
と
い
い
、
も
と
は
大
蔵
省
銀
行
局
員
で
正

金
銀
行
管
理
掛
を
勤
め
て
い
た
が
、
明
治
十
四
年
十
二
月
に
大
蔵
省
を
辞
め
、
正
金

銀
行
に
入
行
し
た
。
明
治
十
五
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
出
張
員
と
し
て
赴
任
し
、

明
治
十
九
年
ロ
ン
ド
ン
支
店
徳
田
支
店
長
病
気
の
た
め
そ
の
代
理
を
務
め
、
明
治
二

十
一
年
帰
国
し
た
。
川
島
も
明
治
二
十
一
年
六
月
に
帰
国
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
写
真
は
、
戸
次
が
ロ
ン
ド
ン
で
撮
影
し
た
も
の
を
川
島
と
横
浜
で
再
会
し
た
際
に

（

Ｍ

）

贈
呈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
に
戸
次
の
肖
像
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。

た
際
に
受
領
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
十
六
年
七
月
二
日
の
『
時
事
新
報
』
に
は
正

金
銀
行
を
退
行
し
ブ
ロ
ー
カ
ー
を
開
業
す
る
広
告
を
出
し
て
い
る
。

釧
戸
次
兵
吉
は
「
べ
つ
き
へ
い
き
ち
」
と
い
い
、
も
と
は
大
蔵
省
銀
行
局
員
で
正

金
銀
行
管
理
掛
を
勤
め
て
い
た
が
、
明
治
十
四
年
十
二
月
に
大
蔵
省
を
辞
め
、
正
金

の
○

T註
、－〆

川
島
忠
之
助
資
料
内
の
横
浜
正
金
銀
行
行
員
の
肖
像
写
真
三
十
五
点
を
、
川
島
と

の
関
係
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
今
回
以
外
に
も
多
数
の
肖
像
写
真
が
あ
る
が
、
裏
書

き
が
な
い
な
ど
か
ら
人
物
を
特
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
今
後
は
そ
れ
ら
を

明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
行
員
の
履
歴
や
記
録
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

今
回
紹
介
し
た
人
物
に
つ
い
て
不
明
な
点
も
少
な
い
の
で
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
戴
い
た
川
島
瑞
枝
氏
を
は
じ

め
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
戴
い
た
露
木
茂
氏
、
正
友
会
、
横
浜
市
史
資
料
室
に
対
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
写
真
の
整
理
等
で
は
当
館
非
常
勤
学
芸
員
の
武
田
周

一
郎
氏
の
助
力
を
得
た
。

た
。
明
治
二
十
四
年
本
店
副
支
配
人
と
な
っ
た
山
川
が
横
浜
の
山
村
写
真
館
で
撮
影

し
た
肖
像
写
真
を
川
島
に
贈
呈
し
た
。
海
外
に
い
る
川
島
に
代
わ
り
山
川
が
川
島
の

姉
や
親
族
の
面
倒
を
見
て
い
た
。

お
わ
り
に

（
４
）

へ
５
－

〆
、

（
６
）

へ
２
｝

〆
亜

（
３
）

拙
槁
「
横
浜
正
金
銀
行
創
立
当
初
の
職
制
と
行
員
に
つ
い
て
」
『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報

告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
第
三
七
号
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
二
年

原
邦
造
編
「
原
六
郎
翁
伝
』
中
巻
、
私
家
版
、
一
九
三
六
年

科
学
研
究
費
報
告
害
「
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横
浜
正
金
銀
行
」
二
○
一
二

年
。前

掲
科
学
研
究
費
報
告
書
、
一
七
七
頁

前
掲
科
学
研
究
費
報
告
書
、
一
七
一
頁

前
掲
科
学
研
究
費
報
告
書
、
一
五
五
頁
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付
記
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
「
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横
浜
丁

（
平
成
二
十
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
基
盤
研
究
Ｃ
）
の
助
成
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。

「
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横
浜
正

（
８
）
西
堀
昭
「
横
浜
フ
ラ
ン
ス
語
学
所
」
『
日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究
」
駿
測
台
出
版
社
、
一
九
八

（
７
）
一
橋
大
学
図
耆
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
複
式
簿
記
が
や
っ
て
き
た
ホ
ィ
ヅ
ト
ー

（
｝
〕
芹
芹
で
”
西
、
一
三
君
罫
ご
」
一
ケ
．
ゴ
目
庁
ｌ
匡
・
印
の
．
一
己
、
ｍ
①
国
。
ご
一
凸
①
、
庁
の
弓
巷
、
云
昌
、
、
君
ゴ
ー
言
〕
①
］
Ｉ
目
〕
（
）
弓
弄
四
．
写
芹
目
〕
一
）

ホ
イ
ヅ
ト
ニ

（
９
）
「
正
友
」
第
七
九
号
、
正
友
会
、
二
○
○
九
年

面
）
「
米
国
立
公
文
書
館
所
蔵
横
浜
正
金
銀
行
紐
育
支
店
資
料
」
は
、
横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

を

利

用

し

た

。

一一 〆へへ〆へ 〆へ

15 14 13 12 11
～一 ～一ー、一 、一

前
掲
（
２
）
中
巻

森
田
忠
吉
編
「
開

前
掲
（
帥
）
。

「開

前
掲
（
２
）
下
巻

別
掲
科
学
研
究
費
報
告
害
、
一
三
四
頁

年
、
二
九
九
頁

港
五
十
年
紀
念
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』
横
浜
商
況
新
報
社
、

金
銀
行
」

ー
門
下
」

一
九
一
○
年
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